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産業別・死亡者の推移

農作業事故の発生状況：農林水産省

◦産業別・死亡者の推移では、他産業は全て30％以下まで減少しているが、農作業は減少がみられない。
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２．ため池の安全対策の必要性

◦ため池での事故は、毎年20件前後（平均25人程度）の方が亡くなっている。
◦亡くなった方の年齢別の割合は、70歳以上が51％と半分以上を占めている。
◦事故は、４月から９月にかけて多くなっている。
◦原因としては不明のものなどを除き、管理作業中が7％、農作業中と水難救助が３％となっている。

３

多面的機能支払交付金 共同活動の安全のしおり

◦令和６年度では203件の事故が報告されている。
（交付金における共同活動の事故報告）
◦事故の発生場所としては、農業水利施設である、
水路、ため池で62％を占めている。
◦事故発生時は草刈り作業中が66％と最も多い。

３．事故の傾向

４



４．岩手県の事故事例

◦2022年（令和４年）７月２４日（日曜日）岩手日報
ため池で溺れ２⼈死亡

草刈り作業中転落
23日午前８時45分ごろ、金ケ崎町⻄根吉⽥沢の農業⽤た

め池で草刈り作業をしていた同町⻄根横堰の農業宮舘晃さ
ん(57)が転落して溺れ、救助しようとして⾶び込んだ同町
⻄根北御免の会社員斎藤春喜さん(62)も溺れた。周囲の人
や消防などが救助したが、２人は心肺停止の状態で奥州市
内の病院に運ばれ、同日午前に死亡が確認された。

奥州署などによると同日午前８時半ごろから２人を含む
14人で周囲の草刈りを行っていたが、草刈り機で作業して
いた宮舘さんがため池に転落し、助けようとした斎藤さん
も⾶び込んで溺れた。

周囲の人が気付き、５、６人でロープを使って約15分後
に斎藤さんを救助した。その後、奥州金ケ崎消防本部の救
助隊が約１時間半後に宮舘さんを引き上げた。死因はとも
に溺死。

５

５．転落した場合の対処法

転落事故防止研修会 ～実演～

講師：水難学会

動 画
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〇補足
◦右の図のように転落者は水面に出る
と滑ってしまい、手を伸ばした救助者
も一緒に転落してしまう。
◦ため池に転落したら、足を下にせず
仰向けで呼吸を確保すること。
◦救助者は転落者を引き上げ場所に誘
導し、投げロープや救命浮環などを
使って引き上げる。
◦転落を想定し、作業前に安全ネット
設置や転落を想定しロープや救命浮環
を準備する。
◦周囲には鏡や笛を使って気付かせ一
人で救助を試みない事。

７

６．ため池安全対策

遮水シートや平板ブロック等が敷かれたすべりやすい堤体に使
⽤。 堤体にネットを設置することによって、万が一水中に転落し
ても、ネットに手や足を引っかけて這い上がることができます。

耐候性と耐久性を備えた高強度繊維材を使⽤しています。軽量
のため持ち運びが容易です。

〇ため池救助ネット

摩擦係数が大きいため濡れた状態のネットの上で立つことがで
きるほど滑りにくいです。（μ＝1.07）

〇ため池転落対策⽤ロープ
浮力１０ｋｇのフロートを装備しています。一般成人

と幼児がフロートに掴まりながら救助まで待機出来るよ
う設計しています。

陸上の固定部は、取り外しが容易な「フック」を採⽤
しています。救助の際に、固定点（取付可能な場所）を
簡単に付け変えて使⽤する事が可能です。

アンカーと小型土嚢袋設置のみのため、設置が容易です。
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７．安全啓発看板の設置
岩手県ため池サポートセンターでは、ため池の安全対策の一環として 安全啓発看板を作製し、ため

池管理者の方へ 無償で配布 しております。

看板の交付を希望される場合は、ため池安全啓発看板交付申請書に必要事項をご記入のうえ、「た
め池位置図」、「ため池点検表」を添付して、お申し込みください。

交付申請書に記載する、ため池名称、ため池番号については岩手県HP掲載されている防災重点ため
池マップで確認できます。 ※URL：https://arcg.is/1z1r4z

完了報告書はため池のどの位置に設置したかわかるような遠景の写真と、ため池名称、ため池管理
者がわかるような近景の写真を添付し提出してください。

なお、交付後は速やかに設置し、ため池安全啓発看板設置完了報告書の提出をお願いいたします。
※令和７年度は防災重点ため池を看板交付の対象としています。

ため池点検表は、各施設のチェックポイントを確認し、該当箇所へ「〇」を記入してください。ま
た、安全啓発看板はため池点検表のその他㉒に「〇」が無い場合、交付出来ないため、チェックポイ
ントを確認の上記入してください。

９
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８．安全啓発看板の設置事例①

名称：赤石ため池
番号：338110020
管理者：岩手中部土地改良区
設置場所：胆沢郡金ケ崎町六原赤石１番
添付書類：ため池位置図、ため池点検表
看板設置方法：フェンス
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８．安全啓発看板の設置事例②
名称：山辺内温水溜池
番号：330310004
管理者：一方井土地改良区
設置場所：岩手郡岩手町大字一方井17-305
添付書類：ため池位置図、ため池点検表
看板設置方法：杭

●

看板設置
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９．安全啓発看板の設置事例③
名称：新⽥溜池
番号：321410007
管理者：一方井土地改良区
設置場所：八幡平市帷子6-60
添付書類：ため池位置図、ため池点検表
看板設置方法：杭

●

看板設置
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